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上端がシャープエッジの鉛直管での気液対向流制限(CCFL)は、直径 D = 19～140 mm での測定値に対して

Kutateladze パラメータで整理できることを明らかにし、勾配 m = 0.90、CCFL 定数 CK = 1.5±0.1 を得た。 
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1. 緒言 加圧器サージ管は鉛直管、鉛直エルボ、複数のエルボを含む微傾斜管で構成されている。これま

でに微傾斜管での気液対向流制限(CCFL)に対する相関式と不確かさを導出した[1]。本報告では鉛直管での

CCFL 特性（フラッディング開始後の準定常での気液の体積流束(JGと JL)の関係）について評価した。 

2. 評価方法 Wallis の CCFL 相関式で使用される代表長さ（および無次元体積流束）は、無次元直径 D* < 

25（D* = D/L,    2/1
GLgL   ）では直径 D（したがって Wallis パラメータ JG

*と JL
*）、D* > 25 ではラ

プラス長さ L（Kutateladze パラメータ KG
*と KL

*）が使用されている[2]。大口径では勾配 m = 1.0 と定数 CK 

= 1.79 が用いられているが、上端と下端がラウンドエッジに対する値である。著者らは鉛直管での空気・

水実験を行い、シャープエッジ上端（D* = 11～22）に対する適切な代表長さはラプラス長さ L であること

を明らかにした[3]。本報告では既報での CCFL 測定値[3]との比較評価により、Richter [4]の文献に示されて

いる測定値（D* = 7～51）から加圧器サージ管の鉛直管に適用できる CCFL データを選定し、最小二乗法に

より CCFL 相関式を求めた。 

3. 結果と考察 使用した CCFL データ[3, 4]は空気・

水系であり、評価には常温・常圧の空気・水の物性値

を用いた。Kutateladze パラメータで整理した CCFL 特

性を図 1 に示す。既報[3]の測定値（D = 30, 45, 60 mm）

はシャープエッジ上端(UE)のみを示す。上部タンク水

位 h の影響は小さいため区分せずに使用した。Richter 

[4]の文献に示されている測定値（D = 19～140 mm, D* 

= 7～51）は鉛直管(VP)データであり、落下水の制限位

置は不明であるが、従来知見より小さい D* で

Kutateladze パラメータを用いて整理できる。最小二乗

法を用いて図 1 のデータ点から求めた勾配は m = 0.90、

定数は CK = 1.5±0.1 である。今後、より大口径への適

用性評価と流体物性値の影響評価が必要である。 
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